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開
拓
使
旧
蔵
建
築
関
連
洋
書
に
つ
い
て

池

上

重

康

は
じ
め
に

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
札
幌
農
学
校
文
庫
の
中
に
は
、
明
治
初
期
の
洋
風
建
築
技
術
の
習
得
に

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
開
拓
住
所
蔵
最
歴
の
あ
る
建
築
関
連
洋
誉
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
洋
舎

の
存
在
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
明
久
「
開
拓
使
営
繕
事
業
の
研
究
』
を
始
め
と
し
て
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
近
年
で
は
出
口
P

U
島田明・

(
2〉

ミ
同
党
ご
2
E言
ム
M
3
p
h
h

む
な
ミ
ヌ
言
。
号
、
H
'
h
G
N
U
S
-
な
ど
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
札
幌
農
学
校
文
康

(
3
)
 

の
一
部
は
室
蘭
工
業
大
学
へ
移
管
さ
れ
、
附
属
図
書
館
土
木
専
門
文
庫
と
し
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
蔵
書
中
に
も
建
築
関
連
洋
書

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
閉
架
書
庫
内
に
も
開
拓
使
印
の
あ
る
建
築
関
連
洋
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い

(4) 

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
カ
所
に
分
散
さ
れ
た
開
拓
使
侶
蔵
の
建
築
関
連
洋
書
に
つ
い
て
、
そ
の
購
入
お
よ
び

移
管
経
緯
、
宮
本
人
建
築
技
術
者
に
よ
る
参
照
の
様
子
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
開

開拓使!日蔵建築関i車洋書について265 



拓
笹
田
蔵
の
建
築
関
連
洋
帝
一
回
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
札
幌
農
学
校
お
よ
び
開
拓
使
の

お
い
て
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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明
治
維
新
以
後
の
北
海
道
に
お
い
て
、

一
八
六
九
年
か
ら
一
八
八
二
年
ま
で
の
開
拓
使
期
は
、
お
雇
い
外
関
人
を
媒
介
と
し
て
ア
メ

編文

リ
カ
合
衆
国
と
最
も
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
新
開
拓
地
北
海
道
の
範
を
ア
メ
リ
カ
の
経
験
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

外
国
人
顧
問
団
の
中
に
は
建
築
技
術
者
を
欠
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
他
分
野
の
技
術
者
i
土
木
技
術
者
や
農
業
技
術
者
i
が
設
計
、
施

さ弓治、

nllfl 

工
の
劫
言
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
開
柘
使
営
繕
事
業
に
お
け
る
建
築
技
術
者
の
不
在
を
補
完
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
が
、
本
論
で
考
察
を
加
え
る
開
拓
使
旧
蔵
の
建
築
関
連
洋
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
一
九
世
紀
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
で
出
版

さ
れ
た
移
民
、
開
拓
者
向
け
の
実
用
書
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
当
時
は
ア
メ
リ
カ
本
国
に
お
い
て
も
専
門
教
育
を
受
け
た
建
築
家
が

(5) 

ま
だ
少
な
か
っ
た
時
代
で
あ
り
、
多
く
の
開
拓
移
民
遠
に
広
く
参
照
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
実
用
書
を
、
開
拓
使
の
お
麗
い
外
国
人
も
ま
た

熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
事
実
、
日
本
へ
、
そ
し
て
北
海
道
へ
持
ち
込
ん
だ
。
そ
の
証
左
が
、
北
海
道
大
学
の
札
粧
農
学
校
文
庫
、

室
調
工
業
大
学
の
土
木
専
門
文
庫
、
そ
し
て
北
海
道
大
学
附
属
図
書
舘
閉
架
童
日
産
に
所
蔵
さ
れ
る
、
開
拓
使
時
代
に
輸
入
さ
れ
た
建
築

関
連
洋
書
な
の
で
あ
る
。

明
治
初
期
の
建
築
洋
書
を
媒
体
と
し
た
洋
風
建
築
技
術
の
習
得
に
つ
い
て
は
、
開
拓
使
期
の
北
海
道
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
も
具

体
的
な
関
連
お
よ
び
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
本
論
が
、
そ
の
解
明
の
端
緒
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

札
幌
農
学
校
文
庫
の
洋
書
目
録

こ
れ
ま
で
、
開
拓
使
出
蔵
の
建
築
関
連
洋
書
を
含
む
札
幌
農
学
校
文
庫
の
う
ち
、
洋
舎
に
関
す
る
目
録
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と



が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
遠
藤
前
掲
書
に
は
、

(6) 

で
書
か
れ
た
「
第
七
号
洋
番
目
録
」
、
お
よ
び
一
八
八
八
年
に
札
幌
農
学
校
か
ら
出
版
さ
れ
た
英
文
の
E
S
守
宮
町
ミ
~
v
g
討
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
七
八
年
に
編
集
さ
れ
た
「
英
籍
呂
録
』
と
題
さ
れ
た
日
本
語
の
呂
録
が
存
在
す
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ

(
7〉

て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
外
に
五
種
の
目
録
の
存
在
を
確
認
で
き
た
の
で
、
編
纂
さ
れ
た
年
代
順
に
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

一
八
八
二
年
の
開
拓
使
か
ら
農
商
務
省
農
務
局
へ
の
引
継
目
録
中
に
含
ま
れ
る
、
日
本
語

会
主
晶
君
久
ぎ
与
h
S
H
E
m
閃
お
も
h
p
E
認
さ
同
町

(8) 

苫
ヨ
ご
さ
さ
ミ
夜
、
。
ミ
ミ
h
号
、
。
さ
入
品
川
川
「
N
.
2
~
宣
言
~
円
リ
ミ
~
品
問
・
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
著
者
名
を
ア
ル
フ
ァ
吊
ッ
ト
願
に
並
べ
、

そ
れ
に
対
応
し
て
書
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

て
英
語
に
よ
る
。
こ
の
目
録
よ
り
、

一
八
七
七
年
時
点
で
札
幌
農
学
校
が
所
蔵
す
る

英
語
の
書
籍
数
が
五
八
三
部
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
出
ミ
2
5
ミ
夜
、
。
ミ
ミ
h
晶
、
。
さ
み
M
1
2
E
S
~
門
リ
ミ

rh川町・の日

(9) 

本
語
訳
に
あ
た
る
「
札
幌
農
費
第
一
年
報
』
に
は
、
こ
の
目
録
の
掲
載
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

「
明
治
十
一
年
英
籍
目
録
』

書
籍
番
号
が
ふ
ら
れ
た
中
で
は
最
も
古
い
も
の
で
、

一三
O
五
号
ま
で
の
記
載
が
あ
る
。
た
だ
し
二

八
五
号
ま
で
は
開
拓
捜
遣
を

用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
農
商
務
省
筆
を
用
い
る
。
六
九
五
号
以
降
、
字
体
が
変
わ
っ
て
い
る
た
め
、

年
時
点
で
は
六
九
四
部
の
最
寄
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
著
者
名
は
片
仮
名
で
表
記
、
書
名
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
、
さ

八
七
八
(
明
治

ら
に
巻
数
、
部
数
、
冊
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
明
治
十
五
年

洋
番
目
鈷

札
幌
農
学
校
」

表
題
に
は
こ
れ
以
外
に
朱
で
「
管
理
局
第
五
号
」
な
ら
び
に
「
第
七
号
」
の
記
入
が
あ
る
。
呂
録
の
冒
頭
に
「
英
番
目
録
」
と
あ
り
、

全
て
農
商
務
省
筆
に
舎
か
れ
て
い
る
。

一
二
八
四
号
ま
で
の
記
載
が
あ
り
、
用
筆
不
明
の
添
付
紙
片
に
は
「
十
五
年
増
加
之
書
籍
」
と

し
て
一
二
九
四
号
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
記
載
内
容
は
前
掲
白
録
と
同
様
。

「
洋
書
籍
目
録

管
理
局
第
五
号

札
幌
農
学
校
」

) 
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「
開
明
治
十
六
年
二
月

(m) 

札
輯
農
学
校
』
に
何
収
録
さ
れ
て
い
る
目
録
で
、
農
腐
務
省
筆
を
用
い
一
二
八
四
号
ま
で

札
幌
農
学
校
規
則

記
載
さ
れ
て
い
る
。
記
載
内
容
は
前
掲
二
時
の
日
本
語
目
録
と
両
様
。

(
日
)

「
暁
治
十
七
年
七
月
調
洋
書
目
録
札
幌
農
学
校
」

農
商
務
省
筆
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
目
録
の
冒
頭
に
「
英
籍
目
録
」
と
あ
る
。

268 五福文

一三一一一
O
号
ま
で
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
目
録
簿
冊

論

に
は
、
こ
れ
以
外
に
番
号
の
ふ
ら
れ
て
い
な
い
「
英
籍
白
録
」
と
題
さ
れ
た
目
録
も
合
寂
さ
れ
て
い
る
。
先
の
目
録
の

一
倍
以
上
の
厚

さ
が
あ
る
の
で
、
三
0
0
0
間
近
い
洋
書
の
リ
ス
ト
と
推
察
さ
れ
る
。
年
代
の
記
載
が
な
い
た
め
編
纂
年
は
不
明
で
あ
る
。

(ロ)

・
英
番
目
録

農
商
務
省
筆
に
日
本
語
で
書
か
れ
た
呂
録
で
、
特
に
表
題
の
記
載
は
な
い
。
「
十
七
年
七
月
調
」
と
し
て
一
二
七
九
号
ま
で
記
載
が

あ
り
、
そ
れ
以
降
「
十
七
年
八
月
二
十
七
日
購
入
」
と
し
て
一
郎
四
六
号
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
記
載
内
容
は
前
掲
五
冊
の
日
本
一
語

目
録
と
問
様
。

-
(
リ
む
S
~
も
室
内
ミ
~
還
も
な

正
式
に
は
n
b
s
~
。
室
内
久
ぎ
む
な

S
H
E
m
s
E
ミ
ミ
H
E
m
p否
。
さ
凡
曲
、
き
た
s
s
~
門
リ
ミ
~
間
同
町
内
有
否
認
ミ
脅
さ
ミ
E
h
H
C
h
民押丸町内
Hh-
と
題

(
日
)

さ
れ
た
洋
番
目
録
で
、
一
八
八
八
年
五
月
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
洋
書
を
部
門
別
に
分
け
、
部
門
ご
と
に
著
者
名
を
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
順
に
並
べ
る
と
と
も
に
、
書
名
、
出
版
年
、
巻
数
、
部
数
、
冊
数
、
書
籍
番
号
を
記
載
し
て
い
る
。
書
籍
番
号
順
に
並
ん
で
い
な

い
た
め
正
確
な
数
字
は
特
定
し
難
い
が
、

0
0
0
部
弱
の
洋
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
部
門
中
に
は
ば
口
庄
内
自
白

2
5・
が
あ
り
、

そ
こ
に
は

六
部
の
建
築
関
連
洋
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
六
種
の
目
録
を
比
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
語
目
録
四
冊
の
中
で
は
「
開
明
治
十

い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
他
の
三
冊
は
こ
の
呂
録
を
一
冗
に
写
本
・
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
た
。
英
文
目
録
二
冊
も
お
互
い
の
記
載

内
容
(
著
者
名
お
よ
び
書
名
)
自
体
に
さ
ほ
ど
相
違
は
な
く
、
編
纂
年
次
の
違
い
よ
る
掲
載
冊
数
の
違
い
だ
け
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。

年
英
籍
目
録
」
が
最
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近



日
本
語
、
英
語
両
日
録
に
用
い
ら
れ
て
い
る
書
籍
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
、
お
よ
そ
購
入
年
代
順
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推

一
八
八
二
年
の
農
商
務
省
へ
の
引
継
時
点
で
は
二
一
八

察
で
き
た
。

一
八
七
七
年
に
は
五
八
三
号
、
翌
一
八
七
八
年
に
は
六
九
四
号
、

一
八
八
四
(
明
治
一
七
)
年
八
月
時
点
で
は
一
四
四
六
号
、
そ
し
て
一
八
八
八
年
に
は
二

0
0
0

号
に
届
く
勢
い
で
蔵
書
を
増
や
し
て
い
る
様
子
を
併
記
さ
れ
た
書
籍
番
号
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

四
号
、
同
年
内
に
は
一
二
九
四
号
、

札
幌
農
学
校
文
庫
の
購
入
な
ら
び
に
移
管
経
緯

札
幌
農
学
校
文
庫
の
洋
書
購
入
は
開
拓
使
仮
学
校
設
置
の
年
、

日
付
文
書
「
仮
学
校
書
籍
購
入
ニ
付
伺
」
に
購
入
希
望
書
籍
な
ら
び
に
図
版
一
一
一
O
部
の
目
録
が
片
仮
名
の
著
者
名
な
ら
び
に
呂
本
語
訳

一
八
七
二
(
明
治
五
)
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
一
月
二
十
一
一

の
表
題
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
洋
書
は
自
然
科
学
書
(
目
録
で
は
窮
理
書
き
S
ミ
三
守
S
E
Y
)
、
麿
史
書
、
辞

書
が
主
で
、
大
半
を
「
明
治
十
一
年
英
籍
目
録
』
の
書
籍
番
号
の
最
初
の
方
に
挫
認
で
き
る
が
、
前
者
に
付
せ
ら
れ
た
番
号
は
後
者
の

書
籍
番
号
と
は
一
致
し
な
い
。

ま
た
同
年
に
は
、

A
・
G
-
ワ
T
U
b
ヴ
ィ
!
ル
ド
ぞ
陪
B
a
P
0・
〉
・
か
ら
ホ

l
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン

C勺
g
p
出

RRm-
へ
測
量
器
械
な

ら
び
に
書
籍
の
購
入
要
求
が
出
て
い
る
。

十
一
月
十
八
自

測
量
器
械
並
書
籍
購
求
之
件

教
師
取
扱
工
業
両
係
ヨ
リ
侮

開拓使!日講義建築関連洋舎について269 



ワ
ル
フ
ヒ
ル
ド
ヨ
リ
測
量
器
械
弁
書
籍
等
亜
国
ヘ
御
注
文
相
成
農
候
趣
別
紙
ハ
セ
子
一
フ

i
ル
、
ケ
プ
ロ

ン
奥
書
ヲ
以
申
出
候
右
ハ
拓
地
必
用
之
品
ニ
御
座
候
得
ハ
便
松
次
第
東
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
留
御
国
領
事
館
ブ
ル
ク
ス
方
へ

御
一
履
一
教
師
メ
ジ
ヨ
ル
、
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御
買
上
取
計
可
申
候
様
可
申
遺
一
候
哉
此
段
元
東
日
弁
訳
書
相
添
奉
伺
候
以
上

五
月
廿
二
日

(
ル
ピ
引
用
者
)

編文論

ケ
プ
ロ
ン
の
申
立
に
よ
り
「
権
テ
生
徒
教
導
之
為
将
タ
我
所
用
ニ
於
一
ア
緊
要
之
者
ニ
御
座
候
」
と
し
て
表
1
に
掲
げ
る
一
一
一
冊
の
「
道

蕗
建
築
之
書
籍
」
目
録
が
提
示
さ
れ
た
。

こ
の
目
録
は
当
時
函
館
在
住
の
ワ
l
フ
ィ
ー
ル
ド
が
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
の
目
録
で
あ
り
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
書
籍
を
開
拓
使
で
は

一
冊
も
所
有
し
て
い
な
い
た
め
、
ケ
プ
ロ
ン
が
購
入
要
求
を
し
た
次
第
で
あ
っ
た
。
開
拓
次
官
黒
田
清
隆
も
「
当
使
ニ
於
テ
肝
要
」
と

し
て
早
期
の
購
入
を
促
し
て
い
る
。
し
か
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
入
手
は
困
難
だ
っ
た
よ
う
で
、

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
の
照
会
も
視
野
に
入
れ
た
入
手
が
指
示
さ
れ
、
最
終
的
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
組
合
か
ら
購
入
さ
れ
た
。
全
品
川
購
入
で

き
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
内
む
芝
品
ミ
ミ
雪
。
含
に
は
表
1
に
※
を
つ
け
た
三
冊
を
確
認
で
き
た
。
い
ず
れ
も
出
版
年
が
異
な
っ

ワ
ー
プ
ィ

i
ル
ド
の
蔵
書
を
譲
り
受
け
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
に
購
入
し
た
書
籍
の
一
部
が
札
幌
農
学
校
に
移
管
さ

て
い
る
の
で
、

れ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
翌
一
八
七
三
年
に
は
、
蒸
気
船
で
外
遊
中
の
開
拓
使
五
等
出
仕
大
鳥
圭
介
が
、
正
月
十
六
日
付
封
書
で
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
で

の
書
籍
、
雑
具
な
ら
び
に
舎
密

(20呂
田
門
予
化
学
)
器
械
を
購
入
し
た
件
を
黒
田
清
隆
と
仮
学
校
校
長
荒
井
郁
之
助
へ
報
告
し
、
翌

(
叩
山
)

年
五
月
の
帰
朝
時
に
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
購
入
さ
れ
た
書
籍
は
、
書
簡
中
で
は
「
少
年
手
習
商
学
ノ
た
免
稽
古
本
」
や
「
幼
叢

読
本
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
後
者
に
関
し
て
は
、
展
覧
会
へ
の
出
品
を
自
的
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
雑
同
社
一
一
に
の

内
訳
は
画
学
に
関
連
す
る
「
画
之
具
硝
子
板
」
と
あ
る
。
簿
書
に
は
書
籍
臼
録
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
七
回
部
の
書
名
な
ら
び
に
図
版

名
を
確
認
で
き
る
。
書
簡
の
文
面
か
ら
は
児
章
読
本
や
歯
学
書
が
主
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
が
、
実
際
に
は
自
然
科
学
書
、
辞
書
が
多
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く
含
ま
れ
、
児
童
読
本
や
画
学
書
と
判
断
で
き
る
も
の
は
合
計
し
て
も
数
冊
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
目
録
中
に
建
築
関
係
書
籍

を
散
見
で
き
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
以
下
に
表
題
か
ら
建
築
関
連
書
籍
と
判
断
で
き
る
も
の
を
、
商
学
書
と
と
も
に
列
記
す
る
。

272 編

キ
i
ゴ
ル
ス

文

カ
ル
ベ
ン
ト
リ
ー

論

ブ
ロ
ウ
ル
著

ラ
ン
ド
、

ヱ
ス
テ
ー
ト

ゲ
ル
モ
ン
ド
、

セ
メ
ン
ト

ド
ロ

i
ウ
ヰ
ン
グ
、
ブ
ッ
ク

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ル
ン
著

ロ
サ
ル
、

ア
ル
チ
テ
ク
チ
ュ

l
ル

ス
ポ
ン
ス
ザ
者

建
築
辞
書

四
冊

ケ
ル
ス
著

ゼ
ン
ト
ル
メ
ン
、

ハ
ウ
ス

チ
ョ
イ
ス
、
オ
フ
、
ド
ウ
エ
ル
リ
ン
グ

リ
チ
ヤ
ル
ド
ソ
ン
著

イ
ン
ギ
リ
ス
、

コ
ン
ツ
リ
i、

ハ
ウ
ス

ド
ロ

l
ウ
ヰ
ン
グ
、
ブ
ッ
ク

四
ド
セ
シ

チ
l
チ
ェ
ル
ス
、
ド
ロ

i
ウ
ン
ク
、

コ
ッ
ピ

i

ノ、
1二

時

こ
の
片
仮
名
書
き
の
書
名
か
ら
英
文
を
想
像
す
る
と
、
円
む
さ
き
H
J
J
~
s
h
S
S
R
-
門
町
還
さ
F
h叫
「
む
き
高

~
v
S
F
~。
円
札
む
尽
き
町
内
定
R
h
s
'

H~再
選
き
き
ま
n
与。九円
h
b刊
号
、
ミ
き
や
阿
円
高
~
N
h
F
2
5
3
ぎ
ま
m
と
な
る
。
大
工
書
、
土
地
財
産
書
、
関
商
恭
一
回
、
建
築
書
、
住
宅
査
一
回
な
ど

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
購
入
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
わ
き
守
山
判
定
久
言
。
な
の
中
に
、
穴
白
円
F

MNOσ2・
M3F司
h
S号
さ
き
ぱ
き
Em-
と
同
町
。
三
回
帰
国
周
忌
E
-
M
1
p
m
E
え
』
ミ
H
E町
宮
ミ
ミ

S
S
R
-
E
$
'
の
二
冊
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、



右
に
示
し
た
リ
ス
ト
以
外
の
書
籍
に
関
し
て
も
、
多
く
を
吋
照
明
治
十
一
年
英
籍
目
録
』
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
島
が
ロ
ン
ド
ン

で
購
入
し
た
書
籍
は
開
拓
使
諸
学
校
用
に
限
ら
ず
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
札
幌
農
学
校
へ
移
管
さ
れ
た
も
の
は
、
こ
の
う
ち
ご
く
一
部

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
他
、
札
幌
管
下
各
所
学
校
や
札
幌
病
院
和
用
書
籍
の
購
入
な
ら
び
に
差
し
回
し
に
つ
い
て
の
記
録
も
あ
る
が
、
管
見
で
は
、
先

に
示
し
た
洋
番
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
購
入
に
関
し
て
全
貌
を
把
握
し
う
る
開
拓
住
関
連
簿
書
に
行
き
当
た
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

続
い
て
、
東
京
の
仮
学
校
か
ら
、
札
続
へ
の
書
籍
運
送
の
様
子
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

へ
刊
日
)

一
八
七
五
年
六
月
二
十
九
日
付
文
書
に
仮
学
校
か
ら
札
幌
へ
の
書
籍
な
ら
び
に
器
械
類
の
送
付
を
見
て
取
れ
る
。

仮
学
校

会
計
諜

幹
事
庶
務
課

札
幌
表
へ
持
越
候
書
籍
弁
ニ
器
械
等
荷
造
リ
旧
冬
女
学
校
之
例
ニ
倣
ヒ
悉
皆
用
度
係
リ
ヨ
リ
引
受
縄
蓮
箱
其
外
入
用
処
者
別
運
御

出
方
相
成
追
関
取
調
伺
等
モ
開
課
河
係
ニ
商
取
扱
候
様
御
達
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

八
年
六
月
二
十
九
日

同
年
翌
月
の
札
幌
学
校
へ
の
改
称
、
そ
し
て
九
月
七
日
の
札
幌
移
転
を
予
定
し
て
の
行
動
と
と
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
に
、
こ
れ

ま
で
に
買
い
蓄
え
ら
れ
た
書
籍
な
ら
び
に
化
学
・
歯
学
・
測
量
器
械
が
東
京
の
仮
学
校
か
ら
札
幌
へ
と
運
送
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
m
m
)
 

一
八
七
六
年
十
月
二
十
三
日
に
は
、
札
幌
本
庁
物
産
局
鉱
山
諜
よ
り
洋
書
の
引
き
渡
し
願
い
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
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洋
書

弐
百
八
拾
弐
冊

右
者
先
般
東
京
表
ヨ
リ
差
毘
相
成
物
産
局
御
備
栢
成
居
候
慮
何
レ
モ
必
用
ノ

不
能
目
下
不
要
ニ
属
、
ン
候
形
チ
ニ
相
成
候
開
総
一
ア
札
幌
農
学
校
ヘ
引
渡
候
様
仕
度
此
段
相
偶
候
也

ニ
テ
ハ
可
有
之
候
得
共
其
番
目
サ
ヘ
関
解
ス
ル

274 議議文

九
年
十
月
廿
一
一
一
日

=:':6、
両?荷

東
京
出
張
所
物
産
課
は
前
年
二
月
の
廃
止
に
と
も
な
い
札
幌
の
物
産
局
へ
移
転
し
た
。
そ
の
際
に
蔵
書
も
異
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

鉱
山
諜
に
と
っ
て
必
要
な
書
籍
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
誉
名
す
ら
読
み
取
れ
な
い
た
め
、
札
幌
農
学
校
へ
二
八
二
冊
の
洋
書
を
引
き
渡

の
洋
書
が
引
き
渡
さ

し
た
い
旨
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
、
何
年
十
二
月
十
六
日
付
で
一

八
八
冊
(
う
ち
一
一
冊
は
貸
与
)

れ
た
。
な
お
、
当
初
予
定
よ
り
六
冊
増
え
た
分
に
つ
い
て
の
内
訳
は
不
明
で
あ
る
。

札
幌
農
学
校
文
庫
は
、
開
拓
使
仮
学
校
か
ら
の
移
管
分
だ
け
で
な
く
、
東
京
出
強
所
物
産
課
か
ら
の
移
管
分
も
含
ん
で
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

札
幌
農
学
校
文
庫
の
建
築
関
連
洋
書

こ
こ
ま
で
、
札
幌
農
学
校
文
庫
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
洋
書
全
般
の
購
入
お
よ
び
移
管
の
経
緯
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、

建
築
関
連
洋
書
の
購
入
お
よ
び
移
管
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
な
眼
界
も
あ
り
詳
ら
か
に
は
し
え
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
多
く
の
建
築
関
連
洋
書
が
札
幌
農
学
校
文
庫
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
未
開
の
地
で
あ
っ
た
北
海
道
の
開
拓
、
換
言
す
る
な
ら
新
規
の
都
市
建
設



の
参
考
資
料
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
札
粧
農
学
校
と
い
う
教
育
施
設
が
建
築
専
門
舎
を
購
入

す
る
産
接
的
な
理
由
付
け
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
開
拓
使
工
業
局
に
お
い
て
都
市
建
設
に
関
す
る
多
く
の

書
籍
が
蹄
納
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
物
産
局
鉱
山
課
か
ら
の
移
管
分
に
建
築
関
連
書
籍
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘

で
き
る
が
、
引
継
目
録
な
ど
が
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

理
由
の
二
つ
日
に
、
農
学
教
育
上
、
農
場
経
営
に
お
け
る
諸
施
設
建
築
の
際
の
参
考
書
と
し
て
の
購
入
が
考
え
ら
れ
る
。

に
は
こ
の
用
途
に
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
初
期
札
幌
農
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
存
在
し
た
土
木
学
講
義

(
初
)

に
お
け
る
教
科
書
あ
る
い
は
参
考
書
と
し
て
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
と
は
な
り
え
な
い
。

次
頁
以
降
に
示
す
表
2
を
概
観
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
開
拓
使
時
代
の
札
幌
農
学
校
文
庫
に
は
建
築
関
連
洋
警
が
体
系
的
に
収
集

さ
れ
て
い
る
。
建
築
入
門
品
奇
か
ら
、
構
造
、
施
工
、
設
備
、
造
菌
、
製
問
、
雛
形
書
ま
で
多
岐
に
渡
る
。
中
で
も
〈
毘
号
待
向
。
・
社
出
版

一
部
書
籍

の
者

g
w嶋田
gmmsg高
可
回
目
氏
自
由
や
、
(
リ
由
民
印
明
日
ア
司
自
仲
良
品
作
。
岳
民
ロ
社
出
版
の
の
担
回
出
向
日
円
出
向
。
島
区
n
白
山
慰
問
吉
弘
田
シ
リ
ー
ズ
な
ど
は
工
学
全
般

(
れ
)

の
知
識
、
技
術
習
得
の
た
め
の
双
書
で
あ
り
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
て
揃
え
ら
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
筆
者
は
そ
の
理
由
を
、
一
濯

外
国
人
ト
i
マ
ス
・
ア
ン
チ
セ
ル
〉
口
氏

EYJFogs-
が
一
八
七
一
年
末
に
黒
田
清
隆
へ
提
出
し
た
北
海
道
術
科
大
学
校
を
設
立
す
ベ

(
辺
)

き
意
見
書
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
指
摘
し
た
い
。
こ
の
大
学
校
で
は
、
造
営
学
、
農
耕
学
、
理
街
学
、
鉱
山
学
、
百
工
ノ
舎
密
及
ヒ

製
造
学
、
閣
法
及
ヒ
商
法
、
医
学
の
七
学
科
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
造
営
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
酒
形
、
一
幽
学
覇
論
、
家
屋
商
問
、

遠
景
論
、
物
影
論
を
、
理
街
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
商
圏
、
遠
景
及
物
影
論
、
建
築
材
な
ど
を
、
さ
ら
に
詳
細
な
科
目
内
容
と
し
て

「
商
学
ノ
部
」
に
「
建
築
」
、
「
雛
形
ノ
部
」
に
「
造
営
ノ
粉
飾
」
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ン
チ
セ
ル
は
別
の
機
会
に
も
「
開
拓
使

(
幻
)

技
術
者
養
成
学
校
」
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
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PUBLlSHξR PLACE YEAR Ed 題名 著者

。、M。j 5322 遠藤明久

John Willey New York 1859 3 建築苦手 ドーニング O Ar O 

Virlue & Co. London 1186814 線化石製造番 ドフソン 。010 
Winsor & Newton London 11871119 滋i学苦手 ベンレー I 10 × 

Winsor & Newton London 1871 25 画学舎 10¥0 × 

Virlue & Co London 1850 燈月号合建築喜一 スァベンソン O O O 

Virlue & Co. London 1867 新 土塁建築設
ヰッギンス

O O O 
マアーレット

Vhiue & Co London 1867 新 ゴ二塁建築設
ヰッギンス 。O 。
マアーレヅト

J. B. Lippincott & Co Philadelphia 1867 街衡建築主主 スローン O Ar O 
A. ]. Bicknell & Co. New York 1870 農家建造設 ピックネル O Ar O 
Geo. E. Woodward New York 1869 普通建築術書 ウードフルト 。Ar O 
Henry Carey Baird Philadelphia 1865 大理石細工:き ブース O O 。
Longman， Hurst， Rees， Orme， 

London 1824 8 道路建築 マカタム O 。O 
Brown， and Green 

Virtue & Co London 1870 9 石灰喜子 ブルネル O O X 

Virtue & Co London 1872 9 石灰さ? ブルネル 。× 
Strahan & Co. London 1869 近t止工術 ヰントン O 10 O 
Lockwood & Co. London 1871 iI動力 アーモール O O O 

Virtue & Co London 1867 3 弓形及石柱 フ世ランド 。。O 
Virtue Brothers & Co London 1866 鉄道建築学 ハルチヰールス O O 

1871 鉄橋及根太辰脊等 カンピン O 。O 
Virtue & Co. London 1867 4 1m街及家屋疏水法 デムプセー 。O O 

London 1859 ~tifÉ米科加土木 スァヅブエンソン O 。X 
VIliue & Co. London 1867 事rr基礎及結合術 ドブソン O O O 
Virtue & Co London 1867 4 主主媛説 トムリンサン O Ar O 
Virtue & Co London 1867 家康建造審 アルレン 。Ar 。
Cassell， Peter & Galpin New York 1869 建築舎 ダピドソン O Ar O 

Cassell， Peter & Galpin London & New York 1871 模君主s1i去 ダピドソン O 010 
Cassell， Peter & Galpin London & New York 1870 写-Wc法 ダビドソン 010 

Cassell， Peter & Galpin 
London， 

18 凸出論 ダピドソン O 010 
Paris & New York 

Cassell， Peter & Galpin 
Iρndon， 

18一一 石工E司法 ダピドソン O 。O
Paris & New York 

Cassell， Peter & Galpin 
London， 

1870 匠人閲法 ダピドソン 。010 
Paris & New York 

Cassell， Peter & Galpin 
London， 

1872 ヌド匠i忍法 ダピドソン 。。o
Paris & New York 

論文箱詰 276



表2 開拓使!日蔵建築関連書籍一覧

移種別管

蔵書~p
著籍番号書拘話番号束張所

alblcldlelflg TITLE AUTHOR 

AIO 103 
Hints to persons about building in the 

A J. Downing 
country 

AIO 110 Bricks and tiles Edward Dobson 

AIO III The elements of perspective Aaron Penley 

AIO 11l 
The art of landscape painting in oil 

1. Edwards 
colours 

FI- 121 Lighthouses A Stevenson 

AIO 122 
τne practice of embanking lands from 

John Wiggins 
the sea 

AIO 122 
The practice of embanking lands from 

John Wiggins 
the sea 

BIO 127 City and suburban architecture Samuel Sloan 

BIO 128 Village builder A J. Bicknell 

BIO 129 National architect Geo. E. Woodward 

AIO 266 The marble-workr's manual M. L. Booth 

AIO 327 
Remarks on the present system of road 

John 1ρudon McAdam 
making 

AIO 345 
limes， cements， mortars， concrete8， 

George R. Burnell 
mastics， plastics， plastering， etc. 

AIO 345 
limes， cements， mortars， conctでtes，

George R. Burnel1 
mastics， plastics， plastering， etc. 

AIO 352 乱10dernworkshop practice John G. Winton 

AIO 353 Power in motion James Armour 

AIO 358 
Experimental essays on the principles of 

William Bland 
construction in arches， piers， butu'esses 

AIO 359 The science of railway conslruction John Wiggins 

FI- 368 Iron bridges， girde1's， 1'OOf8 &c F. Campin 

AIO 370 The drainage of towns and buildings G. Dtγdsale Dempsey 

FI- 378 Civil engineering of N orth America D. Stevenson 

AIO 379 Foundations and concrete works E. Dobson 

AIO 381 Warming and ventilation Charles Tomlinson 

FI- 382 Cottage Building C. Bruce Allen 

AIO 383 
The elements of building construction 

Ellis A Davidson 
and architectural drawing 

AIO 384 Model drawing Ellis A Davidson 

AIO 385 'Dle elements of practical perspective Ellis A Davidson 

FI- 386 Projection Ellis A Davidson 

AIO 388 Drawing for stonemasons Ellis A Davidson 

AIO 389 Drawing (or carpenters and joiners Ellis A Davidson 

AIO 390 Drawing for cabinet-makers Ellis A Davidson 
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PUBLlSHER PLAC在 YEAR Ed 題名 著者

C、ト路」J 。。。。。。 遠藤日久月

Cassel¥， Peter & Galpin 
London， 

1872 5 幽線法 ダピドソン O DIX 
Paris & New York 

Cassel¥， Peter & Galpin 
London， 

18 コシック布築 ダピドソン O DIO 
Paris & New York 

London 1870 建築法医l リチヤードソン 。Ar O 
John Murray London 1871 3 英人家康 ケル 。Ar O 
Freder・ickWarne & Co London 1871 医工法 アペリン O Ar O 
William Blackwood London & Edinburgh 1850 通気法 ベルン O Ar O 
Virtue & Co. London 1871 7 堀工及石切法 ドフソン O O × 

Longmans， Green & Co London 1872 土木字林 クレセー O O × 

CI阻 ton，Remsen & Haffelfinger Philadeh】hia 1872 移民建築会F ドヱル O Ar O 
CI阻 ton，Remsen & Haffelfinger Philadelphia 1872 移民建築若手 ドヱル O Ar 

D. Appleton & Co. New York 1872 健康家屋 イエシー O Ar O 
18 建築字林 グヰルト O xlO 

D. Appleton & Co New York 1866 村家図説 ホーレー O Ar O 
NewYork 1869 7 媛隊法 ホード O Ar O 

E. & F. N. Spon London 1871 
6 建築家iMU:li':手

f事
ハルスト O Ar O 

D. Appleton & Co New York 1873 村家地番 スコット O Ag × 

Henry Carey Baird Philadelphia 1872 建築家手簿 ボッセ、ス O Ar O 

Orange Judd & Co‘ New York 1867 袋小家 ウ トワード O Ar O 
Hartford Pub1ishing Co Philadelphia 1870 閉会家屋 トツ!、 O Ag O 

18-- 米利堅家屋 ドレ}パル 。Ag O 
Orange Judd Co. New York 1875 調f庭園装飾 ダウニンク Ag X 

Orange Judd Co New York 1875 来日 庭関装飾 ダウーンク Ag × 

Orange Judd Co. New York 1875 新 庭隠装飾 ダウニンク Ag × 

Smith Elder London 1874 {主家事寄生 イエセー Ar O 
Moore， Wilstach， Keys & Co. Cincinnati 1865 2 廃図装飾 うおjレン Ag × 

G. P. Putnum's Sons New York 1875 活計 エッグレ h ストン O × 

Harper & Brothers New York 1857 準除額地方住居 スワン O O 
Harper & Brothers New York 1874 別荘及小会 ホ、ウ Ar O 

Geo. E. Woodward New York 1867 
改
民家 ホヰラー Ar' O 
五7

Geo. E.羽loodward New York 1868 
己t
民家 ホヰラー Ar-O 
言I

Geo. E. ¥九Toodward New York 1871 人民家屋 ホウヰーレル Ar' 。
James R Osgood & Co. Boston 1872 風土記隠滅法 スミス 。x
明1m.S. Orr & Co. London 1867 2 荘悶 フウトン Ag × 

J生旦笠illey金玉竺 New York 11里75」 石切 L2.. レ;三一 DIO 
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母雲重

蔵番印
著籍番号書
物産東京出

alblcldlelflg 課番号張所 TITLE AUTHOR 

AIO 392 Linear drawing E11is A. Davidson 

AIO 393 Gothic stonework E11is A. Davidson 

FI- 490 Picturesque design in architecture C. ]. Richardson 

CIO O 491 31 The gentleman's house Robert Kerr 

CIO O 494 287 Carpentry and joinery S. T. Aveling 

CIO O 496 288 Practical ventilation Robert Scott Burn 

CIO O 516 300 Masonry and stone cutting Edward Dobson 

010 。 542 110 An encycIopedia of civil engineering Edward Cresy 

CIO O 545 216 The immigrant builcler c. P. Dwy臼
CIO O 545 216 The immigrant builcler c. P. Dwyer 
CIO O 546 286 Healthy houses William Eassie 
F ー 550 Encyclopedia of architecture ]. Gwilt 

CIO O 555 253 Country seats HenrγHudson Holly 
F ー 556 On warming builclings， etc C. Hoocl 

CIO O 557 293 
A hand-book of formulae， tables， ancl 

.Tohn Thoms Hurst 
memorancla， for architectural surveyors 

CIO O 581 181 
The art of beautifying suburban home 

Frank ]. Scott 
grounds of small extent 

CIO O 589 
The architect's and builc1er's pocket 

compamon 
Frank W. Voc1gεs 

CIO O 598 295 Cottage anc1 farm house Geo. E. W ooc1warcl 

AIO 612 214 Country homes Sereno Edwards Todd 

EI- 613 Helping hanc1 for American homes L. C. Draper 

AIO 730 
The theorγanc1 practice of landscape 

A. ]. Downing 
gardening 

A O 730 
ηle theory anc1 practice of landscape 

A. ]. Downing 
gardening 

A O 730 
The theory anc1 practice of lanc1scape 

A. ]. Downing 
garclening 

810 732 Sanitary arrangements for c1we11ings William Eassie 
A O 772 Practical landscape gardening G. M. Kern 

A O 814 How to make a 1日ving Geo. Cary Eggleston 

A O 833 The northwest coast ]ames G. Swan 

A 。 848 Villas anc1 co社ages Calvert V品lX

A 。 852 
Homes for the people， in suburb and 

Gervase Wheeler 
country 

同印

852 281 
Homes for the people， in suburb anc1 

Gervase Wheeler 
country 

Homes for the people， in sub山banc1 
852 Gervase Wheeler・

country 

927 Ari ec1ucation Walter Smith 

959 The villa gardener ]. C. Loudon 

990 Problems in stone cutting S. Edward Warren 
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PUBLlSHER PLACξ 

Henry Cayey Baird Philadelphia 

John Willey & Sons New York 

Hurd & Houghton New York 

Willey & Halsted New York 

Harper & Brothers New York 

Chapman & Hall London 

E. F. Spon Iρndon 

Atchley & Co. Iρndon 

Atchley & Co. London 

Orange Judd & Co New York 

John Willey & Son New York 

D. Appleton & Co. New York 

Geo. E. W oodward New York 

Jol1n Willey & Son New York 

Sherwood， Gilbert & Piper London 

M. O. Vo]'f St. Pelerburg 
(孔1.O. Wolf) & Moskow 

Geo. E. W oodward New York 

Orange Judd & Co. New York 

A. J. Bicknell & Co New York 

A‘J. Bicknell & Co New York 

John Willey New York 

北海道活00大学 ，札幌星雲挙絞文庫

北海道子苦00大ぎ→室殴工業大学，土木専門文庫
北海道海底大学 ，札幌震学校文庫
北海道清00大学→E室蘭工業大挙，土木専門文庫
北海道穏医大学 ;札線譲宅学校文庫室
北海道帝00大学(?) 
北海道構図大学
北海道帝鴎大学
北海道南00大学
北海道帝医大学
北海道徳国大学
北海道滞留大学
9・開拓使燦問調採事務係

，北大附l議図書書館豊島架謬態
，北大附医童図謬飽豊島架塁塁庫
，北大附際図書喜館長島架謬陸軍
;北大附信露関言書館錫架幾康

YEAR 

1875 

日1い1悶88以7774引汁

1879 

1870 

1864 

1864 

1869 

1871 

1870 

1855 

1874 

1873 

1841 

1860 

1870 

1873 

1875 

1875 

1876 

されていることを示す。図録に記載されていないものはxをつけた。

ξd 題名 著者

。、TJJ 。 c。。m。。 遠藤明久

画~~f::ð アメンコー一 DIX 

画学 メノ、ン DIX 
建築学 ホルトン Ar 。
限I1定設置法 ケムプ へq × 
説大洲同jll:技術 ベンヂヤミン DIX 
~仏Hλ丘!，，，，"，一子'!.，. ベロン 。× 
2 鉄道綴コルボ
ルト停車場

グロープ 。× 
鉄道建築 ノ、スコル 。X 
鉄道建築 ノ、スコル O 。

Ag × 

Ar O 
英国f司会建築会 ウイルキンソン XIX 
近l!t建築学/美 XIX 

11治家屋建築書 ハッセー XIX 

新 小E立建築学 ダウーグ XIX 

塗色23ト ホイツトツク XIX 

露関建築設 XIX 

小学校舎建築設 エペレス XIX 
i農家明細書 XIX 
木材及燦化石造

XIX 
家1m説第

木材及煉化石造
XIX 

家反l説第二

i宣言主鉄材苔 プレーヤル × 
× 
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蔵書書印 著籍書 物産課京東出
種移別管

alblcldlelflg 番号 番号張所 TITLE AUTHOR 

The praclical draughlsman's book of 

AIO 995 inc1uslrial c1esign， anc1 machanist's anc1 M. Armengauc1 

engineer's drawing companion 

AIO 996 lndustrial c1rawing D. H. Mahan 

AIO 1023 Archileclure for gcneral students Caroline W. Horlon 

AIO 1025 How 10 lay oul a garclen Ec1ward Kemp 

AIO 1090 Contempormγart in Europe S. G. W. Benjamin 

AIO 1194 Aeslhelics Eugenc Veron 

BIO 1211 
Estimales and c1iagram of r:田lwayb!idges， 

]. W. Grover 
culverts， and slalions 

AIO 1218 Railway conslruction Vol. 1 羽仁 DavisHaskoll 

AIO 1218 Railway construction Vol. II %に DavisHaskoll 

CIO O 1607 New American farm book R. L. Allen 

CIO O 1620 297 A trealise on venlilalion Lcwis W. Leeds 

FI… 1621 English country -houses W. Wilkinson 

GIO O The beauties of modern architecture Minarc1 Lagever 

HIO 。。O 。 219 National cottage archilectl1re E. C. HlIssey 

110 O O O 232 Cottage residences A. ]. Downing 

J 10 O O 308 
The decoralive painlers' anc1 gl田 iers'

Nalhaniel Whitlock 
gl1icle 

K O 
Sel'skaia arkhilektllra. planyi fasady K. Leve. K. shlll'ls (eds. ) 

(Village architectllre) (K. Leve & K. Schllltz) 

L O School hOllse architectllγe Samllel F. Eveleth 

L O Architectllral c1etails M. F. ClImmings 

し O 
Wooc1en ancl b!ick bllildings with details， 

A. ]. Bicknell 
Vol. 1 

L O 
W ooclen ancl b!ick bllilc1ings with cletails， 

A. ]. Bicknell 
Vol. II 

L O Architectural iron work [or bllilcling W. M. ]. Fryer 

FL例
〔移管種別JA‘開拓使仮掌校 →札幌農学校

B 開拓使仮学校 …一一一一一札幌幾学校
C:開拓使策京出張所物産課一一一一一一一→札幌護学校
D 隠拓使東京出張所物産課一一………一一一札幌震学校
E: 表紙紛失のため不明)一一一一一一一→札幌農学校
F: (所在不明のため移管綬歴不明) →札幌護学校
G:関子E使仮学校 開拓使工業隠 +北海道庁一一一-
H 隠拓使策家出張所物産課 工業課一一→開拓使工業局一一→開拓使工業課一一一一→北海道庁…一一→
i 隠拓使東京出張所物産諜 工業諜一一炉開拓使工業局営繕諜一一一一…一一一一一- P北海道庁一一一一+

J 開拓使策京出張所物緩諜・工業謙一一一一一 北海道庁一一一-
K: 開拓使工業課 叶七海道庁一一一(令

L: 開拓使燦回開採事務係→北海道庁一一一一
[蔵翠EPJ a:開拓使図書書記 b:物産 c 工業 d 開拓使工業局 告。工業局営繕課 f 開拓使工業譲
(1872J CataわguθofbooksわtheEng!is内la円'guage.1872に掲載Eされているもの。
(1888J Catalogue of booι5.1888の部門中、 AgはAgriculture、ArlまArchitectur巴、 OはDrawingIこ分類
〔遠E事務久J 開拓使営繕響楽の研究j表2-26に遠藤が建築関係喜喜一覧として掲げたもの。
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〉
同
古
門
四
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三
円
仏
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門
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門
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白
田
口
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門
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目
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白
血
円
円
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町
内

w
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診
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自
由
出
口
町
内
。
明
言
問
。
口
町
民
ロ

mMonog司
担
問
。
州
自
国
門
門
口
町
民
。
口
当
広
島
君
。
口
広

州至急
C
E
S
g
m即
日
開
門
沼
田
岡

n
V
5
n
p
g
g
c
P
R
2
2
玄白
n
y
S
E
E
-
(方
今
ノ
模
様
ヲ
以
テ
見
ル
ニ
工
学
家
、
建
築
家
、
製
造
家
或
ハ

器
械
家
ヲ
取
立
ツ
ヘ
キ
教
ノ
道
一
ツ
モ
其
設
ケ
有
ル
ヲ
ナ
シ
)
(
原
文
マ
マ
)

282 編文高官

「
実
地
ニ
施
ス
ヘ
キ
学
術
」
明
言
n
c
g
M
5
8
2
の
結
果
と
し
て
、
右
に
一
不
す
様
な
専
門
家
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
ア
ン

チ
セ
ル
の
求
め
た
技
術
者
の

の
中
核
を
な
す
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

つ
で
あ
る
建
築
家
を
養
成
す
る
た
め
に
購
入
さ
れ
た
書
籍
が
、
札
幌
農
学
校
文
庫
に
含
ま
れ
る
建
築
関

う
か
。先
に
示
し
た
六
種
の
洋
書
目
録
な
ら
び
に
、
札

幌
農
学
校
文
庫
、
土
木
専
門
文
庫
、
北
海
道
大
学

前
属
国
番
館
開
架
書
庫
に
現
存
す
る
書
籍
か
ら
建

築
関
連
書
籍
を
抽
出
し
て
表

2
に
ま
と
め
た
。
本

論
に
お
け
る
建
築
洋
書
採
択
基
準
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

現
存
図
書
に
開
拓
使
機
関
の
捺
印
が
あ
る

-
(
リ
ロ
町
民
守
山
判
定
同
局
司
君
。
雪
の

d
n
F
5
m
g
B暗
部
門
に

記
載
さ
れ
て
い
る

-
遠
藤
明
久
「
開
拓
使
営
繕
事
業
の
研
究
』
所
載

の
建
築
関
係
書

覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る

[物産]

[工業] [開拓使図書記]

[開拓使工業局][工業局営繕課]

[開拓使工業課]

開拓使所蔵印

[開拓使煤回開採事務係]

図1



-
建
築
材
料
な
ら
び
に
施
工
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
i
プ
・
図
幽
・
美
術
書
は
掲
載
し
た
が
、
土
木
・
鉄
道
陣
連
書
は
極
力
排
除

-
農
業
書
の
う
ち

g
g
ゃ
g
@
5
5
D
m
に
関
し
て
の
記
述
が
あ
る
も
の
は
極
力
採
択

各
世
一
国
籍
に
は
各
種
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
築
関
連
舎
に
間
限
定
し
て
で
は
あ
る
が
移
管
経
緯

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

開
拓
使
時
代
の
蔵
書
印
は
「
開
拓
使
図
書
記
」
、
「
物
産
」
、
、
「
開
拓
使
工
業
局
」
、
「
工
業
崩
営
繕
課
」
、
「
開
拓
使
工
業
諜
」
、

「
開
拓
使
煤
田
開
採
事
務
係
」
の
六
種
類
(
図
1
)
を
確
認
で
き
る
。
「
関
柘
使
図
書
記
」
印
は
元
々
開
拓
使
仮
学
校
蔵
書
印
と
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
後
に
は
東
京
出
張
所
全
課
の
蔵
書
印
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
「
物
産
」
は
開
拓
使
東
京
出
張
所
物
産
課
、

「
工
業
」
は
同
所
工
業
課
の
所
蔵
印
で
あ
る
。
「
工
業
」
だ
け
が
単
独
で
押
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
大
半
が
「
物
産
」
の
上
に
重
ね
て

押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
物
産
」
印
の
あ
る
書
籍
に
は
ほ
ぼ
全
て
に
共
通
し
て
ベ
ン
字
に
よ
る
斜
体
字
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が
あ
る
。
こ

の
数
字
か
ら
、
東
京
出
張
所
物
産
課
で
は
少
な
く
と
も
一
一
一
O
O
冊
近
い
洋
書
を
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
札
幌
農

学
校
丈
庫
お
よ
び
土
木
専
門
丈
庫
所
蔵
書
籍
中
に
は
、
「
開
拓
捜
図
書
記
」
と
「
物
産
」
の
二
種
以
外
の
開
拓
使
際
連
蔵
書
印
は
確
認

で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
「
工
業
」
印
の
あ
る
書
籍
は
札
幌
農
学
校
へ
は
移
管
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

加
え
て
、
「
開
拓
使
図
書
記
」
印
の
あ
る
書
籍
全
て
が
札
幌
農
学
校
へ
移
管
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
北
海
道
大
学
附
属
詔
書
館
開
閉

架
書
庫
所
識
の
建
築
関
連
企
一
日
の
う
ち
四
冊
に
「
開
拓
使
図
書
記
」
印
を
雄
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
籍
は
札
幌
農
学
校
へ
移
管
さ
れ

る
こ
と
な
く
北
海
道
庁
へ
引
き
継
が
れ
、
後
に
北
海
道
帝
国
大
学
へ
と
移
管
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
悶
冊
は
、
途
中
三
県
一
局
時
代
を
経

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
札
幌
県
関
連
の
蔵
書
印
は
見
当
た
ら
な
い
。
先
の
考
察
で
は
開
拓
使
時
代
の
書
籍
は
書
籍
番
号
一

J¥ 
1m 

口
す
ま
で
と
し
た
が
、

一
六
O
O
番
台
の
一
部
書
籍
に
「
開
拓
使
図
書
記
」
印
が
認
め
ら
れ
る
。
開
拓
使
麗
止
後
、
札
幌
県
へ

移
管
さ
れ
な
か
っ
た
部
署
の
書
籍
が
、
北
海
道
庁
設
置
前
後
に
札
幌
農
学
校
へ
と
引
き
継
が
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、

北
海
道
庁
か
ら
北
海
道
帝
国
大
学
へ
の
移
管
は
、
北
海
道
大
学
的
属
図
書
舘
管
理
の
物
品
会
計
官
吏
時
代
の
全
学
洋
書
基
礎
カ

i
ド

開拓使旧級建築関連洋書について283 



の
記
載
内
容
か
ら
、
北
海
道
庁
か
ら
の
寄
贈
で
あ
り
、
一
九
二
九
年
三
月
二
十
九
日
の
受
付
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
北
海
道
庁
で

は
一
九
二
五
年
に
石
造
の
書
庫
を
新
築
し
、
順
次
図
書
な
ら
び
に
簿
書
を
整
理
し
て
い
た
。
こ
の
整
理
作
業
の
一
環
で
不
要
で
あ
っ
た

図
書
を
北
海
道
帝
国
大
学
へ
寄
贈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
北
海
道
大
学
院
属
図
書
館
管
理
の
洋
書
受
入
原
簿
の
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
時

O
八
冊
の
洋
書
が
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

開
拓
使
工
業
局
旧
蔵
図
書
お
よ
び
建
築
関
連
洋
書

遠
藤
明
久
は
前
掲
書
中
で
「
札
幌
農
学
校
の
蔵
書
が
、
す
く
な
く
と
も
建
築
関
係
洋
書
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
一
番
整
備
し
た
も
の

と
は
い
え
な
い
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
工
業
局
関
係
蔵
書
自
録
が
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
」
と
続
け
て
い
る
。
し
か
し
筆

(
お
)

八
七
八
年
の
記
録
局
編
輯
諜
と
工
業
局
営
繕
諜
と
の
柱
復
文
書
の
中
に
工
業
局
営
繕
課
蔵
書
目
録
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

者
は
、

編
第
壱
吉
弐
拾
回
競

工
業
局

編
報
課

印
(
記
録
局
編
輯
課
)

該
局
中
ニ
備
置
有
之
候
書
籍
目
録
当
課
ニ
於
テ
至
急
入
居
之
義
有
之
候
条
御
趨
付
有
之
度
尤
モ
江
未
右
目
録
タ
御
記
載
無
之
書
籍

等
・
有
之
候
半
、
悉
皆
掲
載
之
上
御
廼
付
相
成
度
之
段
及
御
掛
合
候
也

十
一
年
十
一
月
八
日

記
録
局
編
輯
課
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
工
業
局
営
繕
諜
所
蔵
の
最
新
の
蔵
番
目
録
を
必
要
と
し
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
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こ
の
時
点
で
記
録
局
で
は
既
に
工
業
局
の
議
番
目
録
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
工
業
局
で
は
以
下
の
返
信

を
し
た
。

編
輯
課

工
業
局

首
局
御
備
書
籍
自
録
至
急
廻
付
之
義
編
第
壱
百
弐
拾
四
号
御
掛
合
之
趣
了
承
別
紙
謂
誉
相
添
此
段
及
回
答
候
也

十

年
十

月
十

日

こ
こ
に
添
付
さ
れ
た
書
籍
目
録
を
表

3
に
示
し
た
。
六
二
部
の
書
籍
中
、
建
築
お
よ
び
国
商
関
連
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
一
回
部
あ

り
、
表
出
T
網
掛
け
で
示
し
た
。
著
者
の
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
書
名
も
大
半
が
日
本
語
で
4

脅
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
掲

載
し
た
書
籍
は
洋
書
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
中
で
も
つ
不
問
新
工
夫
図
形
目
録
」
と
吋
建
築
図
形
書
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
冊

と
人
情
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
冊
数
の
多
さ
か
ら
パ
タ
ン
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
復
で
き
る
。

表
中
吋
大
工
業
上
ノ

に
つ
い
て
、

上
局

工
業
局

物
産
局

第
二
十
一
号

大
工
業
上
ノ

壱時川

右
者
物
産
局
ヘ
先
般
東
京
表
ヨ
リ
相
廻
リ
候
ノ
書
籍
之
内
書
正
学
書
首
分
借
用
致
度
此
段
相
何
申
し
候
也

八
年
六
月
七
日

開拓使i日蔵建築関連i宇:主について285 



工業局営繕課蔵書日録
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表3と

八
七
五
(
明
治
八
)
年
時
点
で
は
東
京
出
張
所
物
産
課
か
ら
移
管
さ
れ
た
本
庁
物
産
局
の
蔵
書
で
あ
り
、
そ
の
常
用
願
が
出
さ



(
幻
)

れ
て
い
る
記
録
が
あ
る
。
吋
大
工
業
上
ノ
表
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
借
用
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
か
の
時
点
で
工
業
局
へ
移

管
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

北
海
道
大
学
的
属
図
書
館
開
架
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
工
業
局
関
係
蔵
書
印
を
確
認
で
き
る
建
築
書
は
、
わ
ず
か
四
冊
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
四
冊
の
う
ち
、
出
口
出
田
町
山
ご
【
け
・
戸
、
〈
む
き
さ
~
S
H
H
b
h
川
町
ミ
・
町
古
川
町
内
町
忠
之
・
と
、
。
。
者
E
H
M
m
-
H
〉・門リミ
Hbh
認
可
町
民
札
ma町内
h

・
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

表
紙
お
よ
び
見
返
し
に
朱
で
「
ハ
ツ
セ

l
氏
普
通
家
屋
建
築
審
」
、
「
ダ
ウ
ニ
グ
氏
小
屋
建
築
学
」
と
誉
か
れ
て
お
り
、
前
者
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
鉛
筆
に
よ
る
筆
記
体
で
民
S
さ
ぎ
与
で
と
同
尋
問
沼
町

2
3均
む
も
号
室
内
司
旬
、
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
ま
た
、
雨
書
に
は
凶
器

舎
に
よ
る
「
第
十
一
号
之
武
」
お
よ
び
「
第
九
口
芝
の
文
字
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
墨
書
の
漢
数
字
は
工
業
局
の
整
理
番
号
と
想
像
で

き
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
と
向
じ
墨
書
の
漢
数
字
「
第
十
九
口
互
の
書
き
込
み
を
ぎ
窓
口
c
F
Z急回
E
E
-
呂
町
色
町
内
。

E
号
町
宮
室
町
立
温

室
丸
丸
む
N

凡町三
M

l

判
定
九
九
h
-

に
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
前
掲
の
工
業
局
蔵
書
官
録
に
は
整
理
番
号
は
ふ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
こ
の
漢
数

字
と
記
載
順
も
対
応
し
な
い
。
強
い
て
、
こ
の
二
冊
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
前
掲
目
録
か
ら
挙
げ
る
と
す
れ
ば
「
家
屋
方

、
「
普
通
建
築
書
』
に
な
ろ
う
が
、
確
証
は
な
い
。
工
業
局
議
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

が
一
時
含
ま
れ
て
い
る
。
「
開
拓
寵
図
書
記
」
印
が
な
く
、
さ

工
業
局
旧
蔵
書
の
中
に
ロ
シ
ア
語
の

ら
に
「
開
拓
使
工
業
課
」
印
し
か
捺
印
さ
れ
て
い
な
い
。
工
業
局
が
工
業
諜
に
改
称
さ
れ
る
の
は
開
拓
使
末
期
の
一
八
八
一

(
明
治

四
)
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
入
手
さ
れ
、

工
業
課
の
蔵
書
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
の
建
築
図
書
に
つ
い
て
は
、

遠
藤
明
久
が
「
北
海
道
住
宅
史
話
』
(
上
)
の
中
で
、

記
官
鈴
木
大
亮
が
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
営
繕
局
長
か
ら
贈
与
の
建
築
図
書
十
三
点
の
資
料
を
携
行
し
て
き
た
。
が
、
今
日
、
そ
の
一
昨

(
泌
)

在
は
不
明
で
あ
る
」
と
触
れ
て
い
る
c

こ
の
建
築
関
書
な
ら
び
に
関
版
は
鈴
木
の
帰
朝
後
、
営
繕
活
動
に
緊
急
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、

(
明
日
)

翻
訳
官
に
よ
る
翻
訳
顧
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。

一
八
七
八
年
八
月
の
ロ
シ
ア
沿
海
州
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
出
張
し
た
開
拓
少
書

開拓使!日裁建築関連洋書について287 



長
官

花
押

書
記
官

鈴
木
少
書
記
官

別
紙
魯
国
建
築
書
類
ハ
浦
塩
港
営
繕
局
長
コ
ズ
ロ

i
ブ
ス
キ
イ
氏
ヨ
リ
贈
寄
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
営
繕
ニ
緊
要
之
書
籍
ニ
有
之
候
間

二~b、

口問

明
治
十
一
年
十
月

小
野
寺
魯
一
へ
如
、
ン
翻
諜
為
致
本
廠
準
備
致
度
侯
条
此
段
相
伺
候
也

建
築
独
学
書

建
築
全
書

建
築
作
業
全
集

浦
塩
港
兵
営
ノ
庖
一
瞬
及
ヒ
蔵
庫
建
築
ノ
仕
方
並
ニ
経
費
支
回

ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
港
堤
防
仕
方
、
長
ニ
経
費
書

溝
渠
堤
防
等
ノ
仕
方
並
一
一
経
費
書

ニ
コ
ラ
イ
ス
キ
港
銭
艦
製
造
所
ノ
図

ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
港
堤
防
ノ
図

火
薬
庫
ノ
図

浦
塩
港
兵
営
ノ
凶

燈
牽
ノ
図

外
ニ
図

壱
冊
壱
冊
壱
冊
壱
櫛
壱
mw

&.. Dep出国...(b. ， 
o. r即柏田開‘誕~，'樹

:322rJ詰
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壱
時

士
官
]
叶
材
木

壱
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み
〕
サ
世
木

弐
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弐
葉
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ロシア語書籍への

日本語訳の書き込みの様子

図2



以
上

(
お
)

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
以
外
に
二
葉
の
図
も
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
が
、
コ
日
町
国
建
築
書
』
に
該
当
す
る
書
籍
は
、
こ
の
目
録
に
は
見

当
た
ら
な
い
。
黒
田
清
隆
が
一
八
七
九
年
以
降
、
意
欲
的
に
ロ
シ
ア
式
丸
太
組
(
別
名
校
倉
造
、
い
わ
ゆ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
)
の
建
築
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
際
の
参
考
書
と
し
て
別
途
購
入
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
書
名
は
も
と
よ
り
、
謁
載
さ
れ
て

い
る
図
版
の
記
載
内
容
|
図
版
表
題
だ
け
で
な
く
凡
例
な
ど
も
i
に
ま
で
詳
細
に
日
本
語
訳
が
墨
書
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
(
国
2
)
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
開
拓
使
が
ロ
シ
ア
式
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建
築
し
た
際
の
貴
重
な
参
考
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

五

開
拓
使
煤
回
開
採
事
務
係
旧
蔵
図
書

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
開
架
書
療
所
蔵
書
の
中
に
は
「
開
拓
使
煤
田
開
採
係
」
印
の
押
さ
れ
た
洋
議
一
闘
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
鉱
山
お
よ
び
鉄
道
関
係
書
籍
に
多
い
。
建
築
関
連
書
籍
も
五
冊
を
数
え
る
。
工
業
局
に
所
蔵
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
お

か
し
く
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
関
版
を
主
と
し
た
つ
く
り
で
、
さ
ら
に
各
部
細
部
意
匠
の
掲
載
も
豊
富
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
工
業
局
関
連
印
も
な
く
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
な
凶
器
誉
の
漢
数
字
も
見
当
た
ら
な
い
。
整
理
番
号
と
思
し
き
鉛
筆
誉
き
の
ア
ラ
ビ

ア
数
字
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
書
名
は
、
工
業
局
蔵
書
の
よ
う
に
朱
で
表
紙
な
ど
に
宜
接
書

か
れ
る
の
で
は
な
く
、
和
紙
の
短
冊
に
墨
書
で
誉
か
れ
た
も
の
を
貼
り
付
け
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
こ
れ
ら
の
図
書
は
煤
田
開
採
事
務

(
訂
)

係
開
設
の
一
八
七
九
年
以
降
に
購
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
煤
回
開
採
事
務
係
は
、
北
海
道
庁
旧
庁
舎
(
通
称
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
、
重
要
文
化
財
)
の
設
計
者
と
し
て
知
ら
れ
る
平
井
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靖
二
郎
が
、

ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
後
す
ぐ
に
勤
務
し
た
組
織
で
も
あ
る
。
同
係
は
、
一
八
八
二
年
の
開
拓
使
廃
止
後
は
工
部
省
、

農
商
務
省
、
北
海
道
事
業
管
理
局
炭
鉱
鉄
道
事
務
所
へ
と
引
き
継
が
れ
、
北
海
道
庁
設
置
に
と
も
な
い
炭
鉱
鉄
道
事
務
所
と
な
っ
て
い

(
お
)

る
。
同
組
織
の
建
築
活
動
に
つ
い
て
は
駒
木
定
正
学
位
論
文
に
詳
し
い
。
今
後
、
具
体
的
な
建
築
活
動
と
建
築
洋
書
の
参
考
の
様
子
を

比
較
考
察
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

290 i編文論

-L. 
/、

建
築
洋
書
の
参
照
の
様
子

開
拓
使
旧
蔵
の
建
築
関
連
洋
書
の
中
に
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
流
行
し
て
い
た
住
宅
建
築
書
、
あ
る
い
は
建
築
雛
形
書

を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
拓
鎮
の
建
築
様
式
の
ひ
と
つ
に
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し
て
い
た
木
造
建
築
様
式
カ

i
ベ
ン

タ

l
ゴ
シ
ッ
ク
内
向
G
O
E
R
。
。
岳
民
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
書
籍
の
存
在
と
関
連
す
る
こ
と
に
疑
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
カ
!
ベ
ン
ダ
ー
ゴ
シ
ッ
ク
に
よ
る
郊
外
住
宅
居
住
流
行
の
要
因
に
は

A
-
J
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ
。
。
者
三
ロ
や
M
・
〉
-

(
お
)

の
住
宅
実
用
書
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
M
d
m
H
p
g
q
S
弘
、
さ
門
口
町
内
ミ
~
s
b
g
R
h
a
M
a
尽
き
お
や
富
士
J

(

リ
ミ
同
令
官
「
同
誌
や
沼
町
内
何
回
∞
お
J

M
S
内
需
与
言
内
定
え
も
¥
円
。
=
ミ
ミ
~
3
5
2
E
3
・
の
三
冊
は
寸
当
時
の
ア
メ
リ
カ
人
の
住
ま
い
と
住
宅
地
の
ア
ザ
イ
ン
の
原
型
を
決
定
し

た
」
と
ま
で
一
一
一
日
わ
れ
る
。
開
拓
使
旧
蔵
洋
書
の
中
に
は
こ
の
三
冊
の
う
ち
前
二
者
が
あ
り
、
さ
ら
に
E
3
3
円
。
~
足
立
。
ま
怠
E
H
~
邑
豆
諸

凡

3
H
F
町
内
。
史
認
可
。
-
E
3
・
も
蔵
書
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
M
d
h
$
8
3
2
弘
、
吉
町
民
2
A
1
1
E混
乱

h
g
h
u
h
な
え
さ
吉
句
は
三
滑
の
存
在
が
認
識

(
お
)

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
ダ
ウ
ニ
ン
グ
と
親
交
の
深
か
っ
た
ヴ
ォ
ウ
〈
E
u
r
n
号
、
刊
は
・
の
さ
を
h
s
h
山
内
む
き
h
a
-
ゃ
、
住
宅
に
関
す
る
多

く
の
著
書
を
残
し
た
ラ
ウ
ド
ン
戸
。
昆
o
p
u官
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
君
。
。
安
芸
『
p
m
C
8
・
の
著
書
も
多
数
議
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

書
籍
に
は
図
版
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
英
語
が
読
め
な
く
と
も
図
版
を
参
照
す
る
だ
け
で
も
建
築
が
可
能
で
あ
る
ほ
ど



の
情
報
量
を
持
つ
。
事
実
、
図
版
の
多
い
書
籍
ほ
ど
表
紙
の
痛
み
が
激
し
く
、
表
紙
や
ベ

l
ジ
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
、
表
紙
を
製
本

し
底
し
た
も
の
も
あ
る
。
各
ベ

l
ジ
も
頻
繁
に
捲
っ
た
で
あ
ろ
う
手
垢
の
痕
跡
、
墨
書
に
よ
る
汚
れ
、
鉛
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
見
ら

れ
る
。
立
国
図
を
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
嵐
に
模
写
し
た
美
濃
紙
が
挟
ま
れ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
貧
欲
に
洋
風
建
築
を
勉
強
し
た
で
あ
ろ

う
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
建
築
史
研
究
者
の
間
で
は
、
開
拓
使
の
建
築
に
は
同
時
代
的
な
擬
洋
風
的
意
匠
が
八
五
く
み
ら
れ
な
く
、
開
拓
領
国
載
の
建

(
お
)

築
洋
書
を
半
、
ば
コ
ピ
ー
に
近
い
形
で
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
人
研
究
者
に
限
ら
ず
、
ア
メ

リ
カ
人
か
ら
も
、
開
拓
使
本
庁
舎
を
指
し
て
長
師
自
。
2
8喜
岡
昆
口
氏
。
仏
ゅ
(
も
っ
と
も
洗
練
さ
れ
た
)
と
表
現
さ
れ
た
り
、
開
拓
使
工
業

(
お
)

局
庁
舎
を
〆
言
。
閉
門
出
国
〉

g
g
n
g
g
岳
山
)
】
切
削
V
F
O
W
(

ほ
と
ん
ど
ア
メ
リ
カ
そ
の
も
の
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
)
と
言
い
表
さ
れ
る
ほ
ど
、

日
本
人
的
な
(
和
風
の
)
臭
味
の
な
い
洋
風
建
築
を
完
成
さ
せ
て
い
た
と
評
領
さ
れ
て
い
る

0
2
5
は
前
掲
書
中
、
開
拓
使
の
側
々

の
建
築
に
対
し
、
札
幌
農
学
校
文
庫
の
蔵
書
か
ら
具
体
的
に
図
版
を
あ
げ
、
そ
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
考

察
は
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

筆
者
は
、
今
回
の
開
拓
使
田
蔵
建
築
関
連
洋
書
の
整
理
を
通
し
て
、
開
柘
使
営
繕
技
術
者
が
建
築
洋
蓄
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
、
建

築
し
た
事
実
を
発
見
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。

八
七
三
年
四
月
竣
工
の
開
拓
使
本
庁
分
局
で
あ
る
。
こ
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
大
学
附
属
密
書
館
北
方
資
料

室
に
、
「
正
面
之
図
」
と
書
か
れ
た
立
国
図
一
葉
(
図
3
)
と
、
正
面
や
や
斜
め
か
ら
撮
っ
た
写
真
(
図

4
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

写
真
か
ら
は
左
側
閣
の
様
子
も
若
干
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
立
面
図
と
寸
分
違
わ
な
い
国
版
が
、
室
蘭
工
業
大
学
的
属
図
書
鮪
土

そ
の
建
物
は

木
専
門
文
庫
所
蔵
の
を

g
円
安
田
三
開
・

0
8・
ミ
ミ

S
ミ

hq忌
言
ミ
・
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

国
(
図

6
)
、
一
階
一
平
岡
国
、
二
措
平
面
図
、
破
風
な
ら
び
に
軒
ま
わ
り
の
詳
細
図
、
踏
段
詳
細
関
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
建
築
基
本

図
面
と
し
て
は
一
軒
の
住
宅
を
建
て
得
る
に
足
る
図
面
内
容
で
あ
る
。
開
拓
使
と
洋
書
の
立
面
図
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
開
拓
使
判

(図

5
〕

0

向
書
に
は
正
面
図
の
ほ
か
に
、
側
面

開拓使!日蔵建築関連洋舎について291 



図3 r正面之圏」開拓使本庁分局正蘭図
(北海道大学術属図書:館北方資料室所蔵)

図4 開拓使本庁分局(1873年)

(北海道大学附属国書館北方資料室所蔵)

J乙
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国5 ‘FrontElevation' 
開拓使本庁分局のモデルとなった住宅の正両国

(Woodward， E. Geo. National architect.所載)

回6 ‘SideElevation' 
開拓使本庁分局のモデルとなった住宅の正面国

(Woodward， E. Geo. Nat仰
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かに
れは
た影
矩2と
計?宣
図京
に云
寸;民

主吾
口u 弓て

入ふ
がJ.;.
4ょが
い t?

Ei 
で、 国
面
左
に
描

綿
部
の

描
き
込
み
ま
で
全
く
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
何
よ
り
両
者

を
重
ね
る
と

致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
開
拓
使
が
、

こ
の
洋
舎
の
図
版
を
縮
尺
こ
そ
違
う
も
の
の
ト
レ
ー
ス
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

鴎7 女学校講堂井教師

館二分之ー建絵図

(~と j毎道大学約属関書

館北方資料室所蔵)

実
際
の
建
築
の
擦
に
は
若
干
の
設
計
変
更
が
な
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
外
壁
が
平
滑
な
仕
上
げ
か
ら
下
見
板
に
、
玄
関
ポ

i
チ
お
よ
び
側
函
バ
ル
コ
ニ
ー
手
摺
に
見
ら
れ
る
輪
繋
ぎ
装
飾
が
、
離

(
叩
卯
〕

櫨
引
き
の
手
摺
子

σ喜岡田
S
仏
切
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
屋
根
棟
に
二
本
立
つ
煙
突
は
、
建
築
用
石
材
の
未
調
達
か
ら
貧
弱
な
絢
管
あ
る

い
は
鉄
板
と
思
わ
れ
る
も
の
に
変
更
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
全
体
に
は
原
設
計
の
イ
メ

i
ジ
を
損
ね
な
い
完
成
像
と
な
っ
て
い
る
。

写
真
か
ら
伺
え
る
側
面
を
側
面
図
と
比
較
す
る
と
、
破
風
ま
わ
り
の
濃
や
か
な
意
匠
だ
け
で
な
く
、
背
後
に
延
び
る
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
の
存

在
も
確
認
で
き
る
。
一
平
面
も
原
設
計
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
。
し
か
し
、

リ
ス
ト
に
示
し
た
開
拓
使
出
蔵
洋
蓄
を
精
査
し
て
も
、
こ
の
事
例
の
よ
う
な
直
接
的
な
模
倣
は
他
に
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

八
七
五
年
建
築
の
札
幌
女
学
校
講
堂
な
ど
は
、
本
庁
分
局
に
よ
く
似
た
破
風
や
軒
ま
わ
り
の
意
匠
を
見
せ
る
(
図

7
)
0

営
繕
技
術
者
が
、
模
倣
か
ら
参
考
へ
技
術
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
一
覧
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
所

在
不
明
の
書
籍
が
何
点
か
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
れ
ら
不
明
本
の
中
に
、
こ
こ
で
示
し
た
「
コ
ピ

l
」
と
同
様
の
事
例
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
改
め
て
、
札
幌
農
学
校
文
庫
へ
の
移
管
経
緯
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
先
の
考
察
で
は
、
仮
学
校
か
ら
札
幌
学
校
へ
の

改
称
、
札
幌
移
転
に
合
わ
せ
て
書
籍
が
東
京
か
ら
札
幌
へ
運
送
さ
れ
た
と
し
た
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
本
庁
分
局
の
図
面
は
東
京

294 車総文
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図 8 ‘P正~pectiveView of the Ball∞n 
Frame' 
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A
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い

肢

C
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A
吋
d図

出
張
所
で
描
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

)¥ 

七

年
七
月
に

は
開
柘
使
本
庁
舎
の
建
築
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ

営
繕
技
術
者
は
札
幌
へ
と
居
を
移
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
東
京
出

張
所
で
図
面
が
描
か
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
本
庁
舎
建
築
を
機
に
必

要
書
籍
が
札
牒
へ
異
動
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
書
籍
番
号
を
見
る
と
、
建
築
関
係
書
籍
は
い
く
つ
か
の
塊
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

つ
ま
り
、
東
京
で
入
手
さ
れ
た
も
の

が
、
機
会
に
応
じ
て
随
時
札
幌
へ
と
転
送
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
、

現
時
点
で
の
無
難
な
解
答
で
あ
る
。

開
拓
使
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
カ

i
ベ
ン
タ

l
ゴ
シ
ッ
ク
の
意
匠

と
合
わ
せ
て
、
バ
ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
何

(
必
)

か
と
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
重
要
で
あ
る
の
が
、
札
幌
農

学
校
教
頭

w
-
S
-
ク
ラ

i
ク

O
R
F
ω
E任
者
E
S
E
-
に
よ
る
、

開
拓
長
官
黒
図
清
陵
宛
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
、
模
範
家
畜
一
房
建
設
嘆

(
必
)

顕
で
あ
る
。

∞
向
日
U
同

V
C
H
H
Y
∞
白
}
M
F
N
O咽
]
{
∞
J
V

。

間
協
同
凶
河
口
m
L
M
O
H
M
n
v、

相

m
a
s
rロ
何
度

)zrc垣間同
y
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開
口
円
。
骨
肉
々
。
同
共
同

∞ル同
ご
5
5
p
o
v
g
R
r円
白
色
診
円
。
符
吉
田
百
円

8
2
0
B
m丹
江
口
仏
門
由
主
ロ
m

S
刃
え
・
者
吋
M
m
m
H
o
p
g日
UHO'

田町三
S
m
p
o
p
cロ
母
!ICO口
開
口
弘
中
gH回
目
。
]
三
宮

σ何
回
活
者
庄
の
げ
ル
出
回
目
白
円
四
四
乱
10ロ門町四∞印刷]勺。円。(リ
OHWmmMUm弓
S
:

こ
の
書
簡
に
は
、

ホ
イ
ラ
ー
に
よ
り
描
か
れ
た
、
家
畜
房
の
基
礎
と
軸
組
を
表
現
し
た
等
溺
投
象
図
(
通

称
ア
イ
ソ
メ
罰
)
が
同
封
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
者
g
号
、
白
円
件
関
-
c
g
-
M
d
n
b尽
き
町
内
同
史
認

ミ

2
5
3
ぎ

E
2・
Z
O語、
J

べ。『
F
Z
S
-掲
載
の
バ
ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム
構
造
悶
が
、
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て

き
た
が
、
開
拓
使
旧
蔵
建
築
書
籍
の
中
に
当
該
本
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
札
幌
農
学
校
文
庫
の
関

連
洋
骨
一
回
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
二
冊
の
本
に
ア
イ
ソ
メ
で
描
か
れ
た
バ
ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム
構
造
図
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

ウ
ッ
ド
ワ

i
ド
の
そ
れ
と
向
じ
く
、

一
つ
は
り
円
喜
四
戸
河
内
全
昌
吉
ミ
》
「
与
さ
同
号
室
ぎ
さ
な
所
載
の
も
の
で
、

軸
組
構
造
の
明
快
な
ア
イ
ソ
メ
図
(
関

8
)
で
あ
る
が
、
基
礎
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
い
ま

つ
は
♂
&
・

9
5
3
足
。
さ
2
・
所
載
の

図
(
図

9
)
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
ワ

i
ド
や
ド
レ

i
パ
!
の
闘
に
比
べ
る
と
、
バ
ル
ー
ン
フ
レ
ー
ム
構
造
図
と
し
て
の
明
快
さ
に
欠
け
る

が
、
堅
閤
な
基
礎
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
施
工
方
法
も
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
こ
の
本
の
中
表
紙
に
か
謡
、
戸
己
〉
宮

あ
る
∞・〈
UHK〉
閉
山
戸
耳
目
出
口
問
山
一
Z
J「
出
〉
ω∞
-
〉
。
・
(
げ
O
門
戸
閉
山
(
凶
閉
山
ゆ
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
学
長
ク
ラ

l
ク
の
陽
刻
が
確
認
で
き
る
の
で

(
位
)

(
図
叩
)
。
ク
ラ

l
ク
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
持
ち
込
み
、
そ
し
て
札
幌
農
学
校
へ
寄
贈
し
て
い
っ
た
図
書
に
、
ク
ラ

l
ク
が
熱
意
を

持
っ
て
建
設
を
希
望
し
た
家
畜
房
の
構
造
を
示
す
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
図
を
ホ
イ
ラ
ー
が
模
写
し
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

ホ
イ
ラ
!
な
い
し
営
繕
課
ス
タ
ッ
フ
が
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
得
る
こ
と
で
あ
る
。

パ
ル

i
ン
フ
レ
ー
ム
構
造
の
導
入
に
つ
い
て
、
筆
者
は
建
築
関
連
洋
書
を
中
心
に
考
察
を
加
え
た
が
、
農
業
常
一
日
の
中
に
家
畜
房
を
含

296 編
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め
た
農
場
施
設
全
般
の
建
設
経
緯
を
解
く
鍵
が
賭
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

明
治
初
期
、
開
拓
使
が
欧
米
の
建
築
技
術
を
修
得
し
よ
う
と
、
多
く
の
洋
書
を
購
入
し
、
参
照
し
て
い
た
様
子
を
考
察
し
て
き
た
。

あ
ら
ゆ
る
図
版
を
組
み
合
わ
せ
て
建
築
が
構
成
さ
れ
、
逆
に
、
建
築
の
様
式
が
部
位
ご
と
に
解
体
さ
れ
雛
形
と
し
て
自
立
す
る
。
こ
の

こ
と
は
洋
の
東
西
を
関
わ
ず
同
時
代
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
発
生
的
に
異
賓
と
い
え
る
東
西
の

建
築
技
術
や
細
部
意
匠
を
融
合
し
て
一
つ
の
建
築
を
組
み
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
本
論
で
は
、
そ
の
事
例
を
意
匠
に
つ
い
て

一
件
、
構
造
に
つ
い
て
一
件
の
計
二
件
を
論
じ
て
き
た
が
、
細
部
意
置
や
建
築
仕
様
な
ど
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
深
く
建
築

洋
書
か
ら
の
学
習
の
様
子
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
明
治
初
期
の
洋
風
建
築
技
術
の
摂
取
は
、
北
海
道
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、
全
国
各
地
で
み
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
実
際
、

明
治
初
期
の
洋
風
建
築
に
は
雛
形
書
か
ら
切
っ
て
結
っ
た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
細
部
意
匠
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
定
の
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
、
当
時
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
建
築
雛
形
警
か
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
日
本
人
建
築
技
術
者
の
洋
風
建
築
技
術
の
学
習

過
桂
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
も
、
新
た
な
知
見
を
得
る
一
つ
の
方
法
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ふ
寸
d
ヤ
C
'

刊
胡
同
右
炉

本
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
北
海
道
立
文
書
館
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
な
ら
び
に
同
北
方
資
料
室
職
員
の
皆
様
に
史
料
の
検

索
・
閲
覧
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
越
野
武
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
、
角
幸
博
北
海
道
大
学
教
授
に
は
、
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全
般
に
渡
り
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北
海
道
大
学
工
学
部
学
生
榊
原
史
間
君
に
は
、
建
築
関
連
洋
書
リ
ス
ト
の
作
成
を
手
伝
つ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
合
わ
せ
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

298 梢
棚文論

注

遠
藤
明
久

私
家
版
、

一
九
六
一
年
。

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)

越
脇
村
武
『
北
海
道
に
お
け
る
初
期
洋
風
建
築
の
研
究
い
北
海
道
ふ
入
学
図
書
刊
行
会
、

げ
て
い
る
。

(5) 
出
口
p
o
m
一Um
h
山
内
々
同
誌
で
号
、
内
ム
M
J
N
内
ミ
E
ミ
ミ
ミ
ミ
E
3
t
h
u
s
-
z
o当
J

へO『
F
t
ξ
o
a
F
R
F
z
f
3
3

室
蘭
工
業
大
学
の
設
置
に
と
も
な
い
北
海
道
帝
国
大
学
土
木
専
門
部
か
ら
移
管
さ
れ
た
図
書
蔵
書
。
成
市
一
ω
数
は
約
三
五
O
O
情。

一
九
九
二
一
年
、
二
一
一
五
頁
の
注
記
に
お
い
て
、

二
品
川
の
世
一
日
名
を
挙

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
故
初
の
建
築
学
科
設
立
は
、

I
A
)
は
一
八
万
一
年
設
立
。

八
六
六
年
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
あ
る
。
ち
な
み
に
米
関
建
築
家
協
会

(
A

(
6
)

『
十
五
年
六
月
開
拓
使
ヨ
リ
農
務
局
へ
引
継
目
録
札
幌
農
学
校
」
札
幌
後
学
校
史
料
一
一
一
三
、
北
海
道
大
学
総
総
凶
番
館
北
方
資
料
室
所
蔵
。

(
7
)

『
明
治
十
一
年
英
終
日
録
い
札
幌
農
学
校
史
料
O
六
九
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
。
「
北
大
百
年
史
』
札
幌
渓
学
校
史
料
二
)
、

ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
一
年
、
三
八
八
1
凶
二
五
百
(
に
読
み
下
し
文
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
所
在
の
如
何
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

(
8
)

出
ミ
室
、
N
2
~
号
、
ミ
ミ
~
庁
、
言
、
d

』
旬
、
ぎ
に
H
N
h
E
に
む
~
~
会
内
見
交
3・3
1戸
北
海
道
大
学
問
問
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
。

(
9
)

吋
札
州
統
尚
氏
髪
数
政
米
人
ク
一
フ

i
ク
氏
原
撰
札
幌
渓
繋
第
一
年
報
開
開
拓
使
』
一
八
七
八
年
十
一
月
、
北
海
道
大
学
附
印
刷
図
書
館
北
方
資
料
門
会
所
蔵
。

(ω)
吋
明
治
十
六
年
二
月
札
続
出
以
学
校
規
則
札
幌
渋
学
校
』
札
幌
政
学
校
沿
革
資
料
、
北
海
道
大
学
附
属
図
議
館
北
方
資
料
室
所
蔵
。



(
日
)
吋
明
治
三
十
四
年
札
幌
農
学
校
公
文
録
第
一
部

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
。

(
ロ
)
札
幌
農
学
校
史
料
一
八
二
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
。

(
日
)
門
。
足
。
室
内
ミ
~
v
g
』
5
5
H
F
内
容
号
、
可
。
¥
H
p
n
h
お
も
も
。
さ
』
』
判
、
町
内
ミ
E
E
~
門
リ
ミ
~
会
内
号
否
認
え
ぬ
内
向
。
是
認
君
主
~
《
号
雪
印
名
目
5
3
4
的
問
甘
苦
言
〉
関
口
口
氏

ga

内丸山
O
開

P
認
知
可
お
お
北
海
道
大
学
船
山
属
図
書
館
北
方
資
料
議
所
蔵
。
た
だ
し
奥
付
に
よ
る
と
「
明
治
廿
一
年
六
月
十
日
出
版
」
0

(
M
H
)

「
壬
申
伺
留
明
治
五
年
』
札
幌
農
学
校
史
料
O
O
九
、
北
海
道
大
学
附
属
図
番
鋭
北
方
資
料
室
所
蔵
。
「
北
大
百
年
史
い
札
幌
農
学
校
史
料
(
ニ
、

二
四
1
二
六
頁
。

(
目
立
「
明
治
五
年
弱
拓
使
公
文
録
八
外
事
之
部
外
事
・
航
海
・
留
学
・
外
客
雇
使
・
器
具
購
求
・
博
覧
会
』
簿
室
田
五
間
九
五
、
北
海
道
立
文
書
館

所
蔵
。

(
お
)
「
開
明
治
六
年
開
拓
使
公
文
録
外
事
務
器
具
購
入
博
覧
会
』
簿
番
五
七
四
三
、
北
海
道
立
文
書
品
開
所
滅
。

(
げ
)
「
明
治
七
年
間
開
拓
使
公
文
録
会
計
往
復
之
部
良
入
品
自
一
月
奈
十
二
月
』
簿
設
五
五
九
八
、
北
海
道
交
文
書
館
所
蔵
。

(
お
)
『
明
治
八
年
開
拓
使
公
文
録
尚
子
制
、
会
計
、
勧
業
、
学
校
、
建
築
、
外
事
札
幌
本
庁
」
簿
書
六
O
L
ハ
側
、
北
海
道
立
文
番
館
所
蔵
。

(
凶
)
「
明
治
九
年
一
月
ヨ
リ
諸
課
分
移
録
学
組
救
』
簿
蛍
百
三
ハ
コ
一
O
、
北
海
道
立
文
書
館
所
歳
。

(
初
)
原
口
征
人
、
今
尚
之
、
佐
藤
馨
一
「
札
幌
農
学
校
に
お
け
る
土
木
教
育
」
吋
高
等
教
育
ジ
ャ

i
ナ
ル
高
等
教
育
と
生
援
学
習
」
第
五
号
、
北
海
道

大
学
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
三
月
、
一
一
一

1
一
二
七
頁
で
、
講
義
に
使
用
さ
れ
た
と
息
わ
れ
る
書
籍
に
つ
い
て
考
察
さ
れ

て
い
る
。

(
幻
)
吋
ケ
プ
ロ
ン
報
文
」
(
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
)
に
よ
る
と
一
八
七
二
年
三
月
二
十
二
日
付
で
、
ヶ
プ
ロ
ン
よ
り
ア
ン
チ
セ
ル
か

ら
の
要
望
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
よ
り
長
『
同
氏
自
〆
由
主
g
ゅ
の
購
入
希
望
が
開
拓
使
宛
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
「
ア
ン
チ
セ
ル
の
北
海
道
へ
学
校
設
立
意
見
(
四
年
一
一
一
月
二
関
日
)
」
『
北
大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校
史
料
(
二
、
八
1
一ムハ頁。

(
お
)
「
開
拓
佼
技
術
者
養
成
学
校
に
つ
い
て
の
ア
ン
チ
セ
ル
の
意
見
(
五
年
九
月
カ
)
吋
北
大
百
年
史
」
札
幌
農
学
校
史
料
(
二
、
六
八
1
七
二
頁
。
日
本

諸
問
訳
は
吋
教
師
報
文
録
第
一
二
」
開
拓
使
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
。

(M)

佐
藤
京
子
「
北
海
道
立
文
番
館
所
蔵
「
旧
記
』
の
来
歴
に
つ
い
て
」
『
北
海
道
立
文
書
館
研
究
紀
要
」
第
一
六
号
、
二
O
O
一
年
一
一
一
月
、
二
一

頁。

(
お
)
遠
藤
前
掲
悉
二
九
二
頁
で
、

庶
務

引
継
目
録
・
洋
番
目
録

自
明
治
九
年
至
明
治
十
七
年
』
札
幌
農
学
校
史
料
O
凶
七
、

ー
七
九

ヱ
ハ
一
二
口
す
の
者
岡
山
町
E
8
・
4
宅

F
h
~
E
F
2
5
3
P
。
E
E
は
札
幌
育
種
場
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
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(
m
m
)

「
開
明
治
十
一
年
各
局
文
移
録
営
繕
譲
』
簿
悉
二
五
一
八
、
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
。

(
幻
)
『
明
治
十
一
年
自
一
月
奈
七
月
取
裁
録
工
業
口
担
簿
安
二
O
一
六
、
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
。

(
お
)
遠
藤
明
久
「
北
海
道
住
宅
史
話
』
(
上
)
、
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
、
一
九
九
四
年
、
九
回
1
九
五
頁
。

(
m
m
)

「
明
治
十
一
年
鈴
木
少
妻
子
記
官
露
図
減
潮
斯
徳
港
派
透
ニ
付
往
復
弁
評
議
其
偽
金
百
類
記
録
局
』
嬬
得
意
回
二
凶
三
O
、
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
。

(
ぬ
)
近
藤
桂
子
「
明
治
一

0
1
二
0
年
代
前
半
の
北
方
交
流
に
関
す
る
小
論
|
ロ
シ
ア
沿
海
州
に
対
す
る
北
海
道
の
地
域
意
識
と
そ
の
特
質
』
北
海
道
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
論
文
、
二
O
O
コ一年。

(
訂
)
た
だ
し
、
同
日
目
〕
下
ミ
ミ
芯
ヨ
ミ

S
H
H
Q
実
。
再
芝
町
内
言
ミ
だ
け
は
柑
円
表
紙
に
朱
で
「
普
通
家
屋
建
築
審
」
と
4

脅
か
れ
て
い
る
。
蔵
書
印
は
確
認
で
き
な
い

が
、
間
開
拓
使
工
業
局
が
所
蔵
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

(
認
)
時
制
木
定
正
『
明
治
前
期
の
官
営
岬
腕
内
炭
鉱
と
幌
内
鉄
道
の
建
築
に
隠
す
る
歴
史
的
研
究
』
北
海
道
大
学
学
位
請
求
論
文
、
一
九
九
九
年
。

(
お
)
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
住
宅
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
奥
防
護
人
「
ア
メ
リ
カ
ン
ホ

1
ム
の
文
化
史
生
活
・
私
有
・
所
有
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
』
住
ま
い
の
図
世
一
日
館
出
版
局
、
一
九
九
二
年
、
を
参
照
し
た
。

(
川
品
)
奥
出
前
掲
辛
一
問
。

(
お
)
そ
の
中
の
一
婦
の
表
紙
見
返
し
に

d
、
患
者
F
S
H
O
F
H
∞
三
唱
の
サ
イ
ン
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
一
言
、
つ
ま
で
も
な
く
一
一
履
外
国
人
教
師

w-
ホ
イ
ラ

1
ぞ

z
a
q唱

者
自
由
国
・
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
が
私
費
で
購
入
し
た
こ
の
本
を
開
拓
使
仮
学
校
へ
寄
贈
し
て
い
っ
た
こ
と
が
何
わ
れ
る
。

(
お
)
例
え
ば
、
注
(
お
)
七
O
頁
な
ど
。

(
幻
)
∞
円
。

EHT
門〉里
E
U
-
M
1
P
ご
さ
な
N
h

久
吉
良

n
E
K
E
a
E向
。
再
言
内
円
安
高
混
血
如
芯
号
、

5
室
内
吋
。
ご
。
持

Z
O唱
ぎ
円
F
M
円
。
仏
信
任
釦

E
E
g
E口氏ゆ
H

喝さ・

同
》
・
凶
…
ヶ

(
お
)
出
口
H
f

。}u・
2円
J
-
u
・
3

(
ぬ
)
札
幌
で
建
築
用
石
材
が
発
見
さ
れ
採
掘
が
始
ま
る
の
は
一
八
七
五
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

(
必
)
越
野
武
吋
日
本
の
建
築
[
明
治
大
正
昭
和
〕

1

開
化
の
か
た
ち
」
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
な
ど
。

(
必
)
ク
ラ
i
ク
書
簡
O
三
二
、
北
海
道
大
学
約
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
。

(
必
)
本
識
で
扱
っ
た
建
築
関
連
洋
舎
の
中
に
ク
ラ
i
ク
の
サ
イ
ン
の
あ
る
も
の
が
一
一
階
確
認
で
き
て
い
る

o
Z
E。
ロ
・
『
芝
忌
宮
崎
。
ミ
2
ミ
の
表
紙
見
返

し
に
供
者
-
∞
-
自
民
}
ニ
∞
ミ
・
と
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

(
工
学
研
究
科
助
手
)
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